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企業や大学と小中高校の交流をサポートする「読売教育ネットワ
ーク」は10月に創設2周年を迎えた。参加団体は当初の229
から３７９に増え、コーディネートした出前授業も2年間で80
件に達した。9月23日には「2周年フォーラム」が開催され、
有識者と高校生たちが活発な議論を交わした。

読売教育ネットワーク  創設２周年

「
未
来
は
ど
う
変
わ
る
か
」
テ
ー
マ
に
高
校
生
ら
と
議
論

　

山
口
さ
ん
は
基
調
講
演
で
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
高
速
化
、
記
憶

装
置
の
大
容
量
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
広
帯
域
化
な
ど
に
よ
っ
て
、

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
研
究
開
発

が
急
速
に
進
み
、
各
国
の
政
府
や

企
業
が
巨
額
の
投
資
で
開
発
に
し

の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
現
状
を
解
説

し
た
。

　

高
校
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、「
人
と
Ａ
Ｉ
が
ど
う
い
う

関
係
に
あ
る
の
が
望
ま
し
い
の

か
」
と
問
い
か
け
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
は
、
Ａ
Ｉ
の
進

歩
に
つ
い
て
、「
ど
ん
な
良
い
こ

と
が
あ
り
、
ど
ん
な
悪
い
こ
と
が

あ
る
の
か
、
な
か
な
か
想
像
で
き

な
い
」「
悪
い
考
え
を
持
っ
た
人

間
の
手
に
渡
る
と
危
険
だ
」「
人

間
に
こ
き
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う

感
情
を
持
ち
始
め
た
ら
怖
い
」
と

い
っ
た
不
安
の
声
が
あ
が
る
一
方

で
、「
Ａ
Ｉ
は
、
効
率
的
な
選
択

を
し
、
情
報
を
処
理
す
る
道
具
で

し
か
な
い
。
最
終
的
な
決
定
権
を

人
間
が
持
っ
て
い
れ
ば
問
題
は
な

い
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

◆
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
討
論

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
東
京
都
千
代
田
区
の
読
売
新
聞
東
京
本
社
で
開
か
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
参
加
す
る
学
校
、
企
業
関
係
者
や
高
校
生
た
ち
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。「
未

来
は
ど
う
変
わ
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
慶
應
大
人
工
知
能
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
長
の
山
口
高
平
さ
ん
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
国
境
な
き
医
師
団
日
本
」
前
会
長
の

黒
崎
伸
子
さ
ん
、
三
菱
商
事
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
副
社
長
（
当
時
）
の
関
野
勝
弘

さ
ん
の
３
氏
が
講
演
。
そ
の
後
、
参
加
し
た
高
校
生
44
人
が
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
３
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
る
形
で
議
論
を
深
め
た
。

山口高平さん

黒崎伸子さん

黒崎さんのグループでは、紛争地での支援について活発な議論が展開された

グループでの討論の結果を発表する高校生たち

高校生たちは講師らの話に熱心に耳を傾けた

フォーラム参加高校
【埼玉】大妻嵐山／開智
【千葉】市川／東海大浦安
【東京】足立学園／鴎友学園女子／大妻／かえつ有明
共立女子／京華／渋谷教育学園渋谷／都立小石川中等教育学校
都立国際／本郷／三田国際学園／和洋九段女子

不
安
視
す
る
必
要
な
い

　

山
口
さ
ん
は
「
Ａ
Ｉ
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
り
出
す
能
力
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
抽
象
的
思
考
は
圧
倒
的

に
人
間
が
勝
っ
て
お
り
、
現
時
点

で
不
安
視
す
る
必
要
は
な
い
」
と

強
調
。
そ
の
上
で
、「
人
と
Ａ
Ｉ

が
と
も
に
進
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
作
る
の
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な

テ
ー
マ
だ
」
と
語
り
か
け
た
。

　

締
め
く
く
り
の
全
体
報
告
会
で

は
、
会
場
か
ら
Ａ
Ｉ
に
雇
用
を
奪

わ
れ
経
済
格
差
が
拡
大
す
る
の
で

は
と
い
っ
た
懸
念
の
声
が
出
た
の

に
対
し
、
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高

校
１
年
の
鈴
木
玄
さ
ん
（
15
）

は
「
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
お
金
を
社
会
保
障
な
ど
に
回
せ

ば
、
あ
る
程
度
格
差
は
是
正
で
き

る
。
一
般
に
広
く
普
及
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
格
差
は
解
決

に
向
か
う
の
で
は
」
と
、
山
口
さ

ん
と
の
対
話
を
踏
ま
え
て
反
論
し

た
。

　

山
口
さ
ん
は
「
今
は
Ａ
Ｉ
を
ど

う
使
う
か
と
い
う
『
利
用
知
』
が

ま
だ
な
い
。
日
本
は
『
利
用
知
』

で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
す
べ
き

だ
。
不
安
だ
か
ら
遠
ざ
け
る
の
で

は
な
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

１
０
０
人
い
た
ら
１
０
０
通
り
の

Ａ
Ｉ
が
あ
る
の
が
理
想
だ
」
と
訴

え
た
。

関野勝弘さん

　

関
野
さ
ん
は
、
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
・
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
生
産
可

能
量
、
人
口
動
態
、
世
界
の
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
を
示
し
な
が
ら
、「
今

後
30
～
50
年
間
は
米
国
優
位
の
状

況
が
続
く
」
と
主
張
。
資
源
に
乏

し
く
、
労
働
力
人
口
も
減
っ
て
い

く
日
本
の
経
済
的
地
位
は
低
下
し

て
い
く
と
問
題
提
起
し
た
。

　

生
徒
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

関
野
さ
ん
が
勧
め
た
の
は
、
英
語

と
Ｉ
Ｔ
を
習
得
す
る
こ
と
。「
一

度
し
か
な
い
人
生
だ
か
ら
海
外
に

行
っ
た
方
が
い
い
」。
自
身
の
経

験
を
振
り
返
り
な
が
ら
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
関
野
さ
ん
に
、
生
徒
た
ち

は
「
幸
せ
っ
て
何
で
す
か
」
と
問

い
か
け
た
。

　
「
他
人
と
自
分
を
比
較
せ
ず
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
る
こ

と
」。
そ
う
説
い
た
関
野
さ
ん
は

「
親
や
ま
わ
り
の
人
が
勧
め
る
大

学
や
会
社
に
入
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
幸
せ
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
生
徒
た
ち
に
熱
く
語
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
発
表
に

立
っ
た
京
華
高
校
１
年
の
山
口
碧

仁
さ
ん
（
16
）
は
、「
自
分
が
未

熟
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
幸

せ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
い
う
こ
と

に
も
気
づ
か
さ
れ
た
」
と
話
し

た
。
３
年
間
海
外
で
生
活
し
た
経

験
か
ら
、
政
治
や
宗
教
に
つ
い
て

議
論
し
な
い
日
本
の
友
人
た
ち
に

違
和
感
を
抱
い
て
い
た
と
い
う

が
、「
他
人
の
目
を
気
に
し
な
く

て
い
い
こ
と
も
学
べ
た
」
と
笑
顔

を
浮
か
べ
た
。

　

黒
崎
さ
ん
は
講
演
で
、
ス
リ
ラ

ン
カ
や
シ
リ
ア
な
ど
紛
争
地
で
の

医
療
活
動
の
体
験
を
語
り
、
病
院

も
攻
撃
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
厳

し
い
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
黒
崎
さ
ん

は
ま
ず
、
高
校
生
た
ち
に
「
紛
争

地
に
行
け
ま
す
か
」
と
問
い
か
け

た
が
、
手
を
挙
げ
た
生
徒
は
ゼ

生
徒
た
ち
の
意
見
に
は
、「
日
本

だ
っ
て
昔
は
紛
争
が
あ
っ
た
の

に
、
今
は
な
く
な
っ
て
い
る
ね
」

と
語
り
、
紛
争
の
な
い
未
来
の
実

現
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
強
調
し
た
。

　

治
療
し
た
人
か
ら
「
早
く
治
し

て
く
れ
。
ま
た
戦
い
に
行
く
の
だ

か
ら
」
と
言
わ
れ
た
や
る
せ
な
い

体
験
や
、
ま
た
紛
争
地
に
行
く
つ

も
り
だ
と
い
う
黒
崎
さ
ん
の
覚
悟

を
聞
い
た
市
川
高
校
２
年
の
村
上

真
輝
さ
ん
（
16
）
は
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加
し
て
、
医
師
を
目
指
す

気
持
ち
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
」

と
語
っ
た
。

ロ
。「
安
全
か
ど
う
か
不
安
」「
現

地
の
言
葉
が
話
せ
な
い
」
な
ど
と

理
由
を
挙
げ
る
生
徒
た
ち
に
、
黒

崎
さ
ん
は
う
な
ず
き
な
が
ら
、「
難

民
受
け
入
れ
に
つ
い
て
ど
う
思
う

か
」「
紛
争
は
な
く
な
る
と
思
う

か
」
な
ど
、
次
々
と
質
問
を
投
げ

か
け
た
。

　
「（
難
民
受
け
入
れ
は
）
異
文
化

が
入
る
こ
と
へ
の
違
和
感
が
あ

る
」
と
い
う
答
え
に
、「
日
本
人

は
海
外
旅
行
に
行
っ
て
、
異
文
化

に
触
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
ね
」

と
指
摘
す
る
と
、
生
徒
た
ち
は
虚

を
つ
か
れ
た
表
情
。
紛
争
は
な
く

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

幸せは人それぞれ

「紛争地に行けますか」

ＡＩとどう付き合うか
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　読売教育ネットワークには10月17日現在、小中高１９９校、
52大学、企業77社のほか、大学機関や公益財団法人など計
３７９団体が参加している。読売ワークシート通信会員でもあ
る教諭と学校司書は８７００人を超えている。	

◆参加団体
　小中高199／大学52／企業77		ほか	 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .379

◆読売新聞による出前授業	 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .306

◆参加企業等による小中高への出前授業	 .  .  .  .  .  .80

◆主な特別授業
　○「iPS細胞が切り開く新しい医療とは」
　　	岡野栄之・慶應大学医学部長＆9校9人

　○「命を預かる覚悟を学ぶ」
　　	天野篤・順天堂大学医学部教授の医療チーム＆9校9人

　○渋谷教育学園渋谷中高 vs 作家・真山仁さん
　　	模擬選挙・模擬国会と討論型授業

■18歳の1票 主権者教育セミナー	
2015年11月から2016年6月にかけて4回開催。教員や
高校生ら380人が参加。	

■18歳選挙権アンケート
2016年4～5月に実施。中高生計１万8293人が回答、参
院選直前特集として読売中高生新聞で詳報。

読売教育ネットワーク顧問
清家　篤	 （慶應義塾長）
吉田　晋	 （日本私立中学高等学校連合会会長）
新浪剛史	 （サントリーホールディングス社長）
あさのあつこ	（作家）

読売新聞グループ本社
老川祥一	 （取締役最高顧問・主筆代理）

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
大
も
と
の

家
庭
教
育
を
し
っ
か
り
や
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
、
世
の
中
は
劇
的
に
変
わ

る
と
思
い
ま
す
。

清
家　
日
本
で
は
、
公
の
こ
と
は
お

上
が
や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
意
識
が

ま
だ
強
い
。
し
か
し
、

民
が
し
っ
か
り
独
立
し

て
、
批
判
精
神
を
持
つ

こ
と
が
、
公
を
良
く
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
社
会
保

障
と
は
一
方
的
に
も
ら
っ
た
り
、
払

わ
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
相
互
に
助
け
合
う
た
め
の
仕

組
み
で
す
。
家
庭
で
、
保
険
料
が
高

い
、
税
金
が
も
っ
た
い
な
い
、
給
付

活
動
の
意
義
ま
す
ま
す
重
要
に

読売教育
ネットワーク

これまでの
活動

セミナーで選挙への関心高まる
　参院選直前の６月に開かれた主権者教育セミナーに参
加した桐朋女子高（東京都調布市）の今成美菜さん（18）は
「セミナーは選挙に目を向けるきっかけになった」と振り返
る。新聞の選挙特集やコラムに目を
通しはじめ、インターネットで各党の
公約も調べた。別の学校に通う双子
の姉には投票方法を教え、迎えた参
院選。「若者が頑張れる環境を作れ
る人は誰か」という観点から投票し
た。だが、候補者の主張を見極める
ことの難しさにも気づいたという。

と
思
い
ま
す
。
最
近
、
人
工
知
能
で

将
来
の
仕
事
が
変
わ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
語
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
子
供
た
ち

に
は
明
る
い
未
来
が
あ
る
こ
と
も
教

え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

清
家　

世
界
的
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

（
大
衆
迎
合
主
義
）
の
傾
向
が
強
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
健
全
な
批
判
精

神
や
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。
成
功
者
だ
け
を

過
度
に
も
て
は
や
す
よ
う
に
な
り
、

地
道
に
暮
ら
し
て
い
る
中
間
層
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
き
た
と
い
う
感

情
が
、
ト
ラ
ン
プ
現
象
の
よ
う
な
も

の
を
生
み
出
し
た
面
も
否
定
で
き
ま

せ
ん
。
中
間
層
を
励
ま
し
、「
良
き

中
間
層
」
を
育
て
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

家
庭
で
の
道
徳
教
育
が 

世
の
中
を
劇
的
に
変
え
る

吉
田　
家
庭
で
き
ち
ん
と
し
た
道
徳

教
育
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
家
庭

教
育
に
は
大
き
な
責
任
が
あ
る
、
と

い
う
観
念
が
か
な
り
薄
れ
て
き
て
い

て
、
責
任
を
何
で
も
他
に
押
し
付
け

を
削
ら
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
話
ば

か
り
子
供
に
し
て
い
た
ら
、
健
全
な

公
の
精
神
が
育
ち
難
い
で
し
ょ
う
。

吉
田　
最
近
、
中
学
・
高
校
の
教
員

免
許
の
ほ
か
に
小
学
校
と
英
語
の
免

許
を
取
る
と
、
就
職
率
は
１
０
０
％

だ
と
週
刊
誌
で
読
み
ま
し
た
。
教
師

に
な
る
資
質
う
ん
ぬ
ん
で
は
な
く
、

就
職
率
が
高
い
と
い
う
意
識
で
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。

老
川　
昔
は
、
電
車
の
運
転
手
や
、

警
察
官
に
な
り
た
い
と
い
う
子
供
が

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
自
分
の
興
味

の
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
い

う
意
識
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。
な
の

に
今
は
、
と
く
に
目
的
意
識
も
な
く
、

中
学
を
出
た
ら
な
ん
と
な
く
普
通
科

の
高
校
に
行
き
、
そ
し
て
一
般
大
学

に
進
む
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
。

吉
田　
そ
う
い
う
一
つ

し
か
レ
ー
ル
の
な
い
世

の
中
だ
と
、
落
ち
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い

や
す
い
ん
で
す
。

清
家　
お
金
を
儲
け
る
こ
と
が
良
い

こ
と
だ
と
い
う
価
値
観
ば
か
り
だ

と
、
地
道
な
職
業
意
識
が
薄
れ
て
し

ま
う
心
配
も
あ
り
ま
す
ね
。

　
「
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
顧
問
会
議
が
9
月
23
日
、
創
設
２
周
年
を

記
念
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
で
行
わ
れ
た
。
清
家

篤
・
慶
應
義
塾
長
、
吉
田
晋
・
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
会
長
と
、
老

川
祥
一
・
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
最
高
顧
問
、
早
乙
女
大
・
同
東
京
本
社
教

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
が
出
席
し
、
こ
の
１
年
を
振
り
返
っ
た
。

清家　篤 慶應義塾長

吉田　晋 日本私立中学高等学校
連合会会長

老川祥一 読売新聞グループ本社
最高顧問

「
主
権
者
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
を 

４
回
開
催

老
川　
学
校
・
企
業
・
団
体
合
わ
せ

て
２
２
９
団
体
で
ス
タ
ー
ト
し
た

「
読
売
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も
、

２
年
間
で
３
７
９
団
体
に
ま
で
増
え

ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
、「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
の
意
義
も
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

早
乙
女　
参
加
団
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
の
岡

野
栄
之
医
学
部
長
に
よ
る
再
生
医
療

特
別
講
義
や
、
順
天
堂
大
学
・
天
野

篤
教
授
に
よ
る
心
臓
手
術
の
見
学
の

ほ
か
、
作
家
の
真
山
仁
さ
ん
を
迎
え

た
「
模
擬
国
会
」
が
渋
谷
教
育
学
園

渋
谷
中
学
高
校
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
「
主
権
者
教
育
セ
ミ
ナ

ー
」
を
４
回
開
き
、
高
校
生
も
含
め

合
計
３
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
権
者
教
育
の
出
前
授
業
は
読
売
新

聞
の
記
者
が
全
国
23
の
学
校
を
訪

れ
、
計
５
０
０
０
人
を
超
す
生
徒
が

受
講
し
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
と
共

同
で
「
道
徳
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
開
催

し
、
約
４
０
０
人
の
教
育
関
係
者
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
知
識
や 

現
場
に
触
れ
る
の
は
大
切

清
家　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
展
開

で
大
切
な
こ
と
が
二
つ
あ
る
と
思
い

ま
す
。
一
つ
は
岡
野
さ
ん
や
天
野
さ

ん
の
よ
う
な
、
時
代
の
最
先
端
を
行

く
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
知
識
や
現
場

に
生
徒
が
直
に
触
れ
る
機
会
。
も
う

一
つ
は
、「
模
擬
国
会
」
や
「
道
徳

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
よ
う
な
ベ
ー
シ
ッ

ク
な
内
容
の
も
の
で
す
。
こ
の
両
方

の
取
り
組
み
が
、
さ
ら
に
多
く
の
学

校
や
企
業
に
浸
透
し
、
生
徒
た
ち
の

間
に
、
ぜ
ひ
自
分
も
参
加
し
た
い
と

い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

吉
田　
今
回
の
「
主
権
者
教
育
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
は
親
も
対
象
に
し
て
い
ま

す
ね
。
主
権
者
教
育
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
行
っ
た
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
家
庭
で
は
な
か
な

か
難
し
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、

ぜ
ひ
今
後
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

参
加
企
業
、
団
体
、
学
校
数
は
３
７
９
に
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◇大学入試センター試験と新テストの比較 ※文部科学省の資料などを基に作成

年 度 2019年度まで 20年度～23年度 24年度以降
名　称 大学入試センター試験 大学入学希望者学力評価テスト（仮称）
対　象

（現在の学年） 中3まで 中2～小5 小4以下

出題方式 マークシートの選択式 マークシートの選択式
+短文記述式（国語、数学）

コンピューターを使った選択式
や記述式を検討

英語の出題 マークシート式
+リスニング

「書く」「話す」テストで外部
の民間試験活用を検討

将来的に外部の民間試験に移
行することを検討

実施回数・時期 年1回・1月
「選択式」と「記述式」を同時に実施し、
記述式の採点を大学が担う案を検討
年1回 年複数回実施の可能性を検討

成　績 1点刻み 記述式は段階別評価の方向

思
考
力
・
表
現
力
を
問
う
選
抜
目
指
す

大学入試と高校・大学教育の連携をテーマにした「大学入試改革フォーラム」
（読売新聞社主催、文部科学省後援）が9月25日、東京都千代田区の読売新聞
東京本社で開かれた。先進的な事例や海外の入試に関する報告、パネルディス
カッションが行われ、教育関係者ら約200人が耳を傾けた。

「１点刻み」の選抜 変わる期待

　

文
科
省
は
、
２
０
２
０
年
度
に
大

学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
る
新

テ
ス
ト
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評

価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
を
導
入
予
定

で
、
各
大
学
に
は
多
面
的
・
総
合
的

入
試
へ
の
転
換
を
促
し
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
冒
頭
、
文
科
省

の
有
識
者
会
議
「
高
大
接
続
シ
ス
テ

ム
改
革
会
議
」
で
座
長
を
務
め
た
安

西
祐
一
郎
・
日
本
学
術
振
興
会
理
事

長
と
鈴
木
寛
・
文
科
大
臣
補
佐
官
が

高
大
接
続
改
革
の
意
義
や
趣
旨
に
つ

い
て
説
明
。
大
阪
大
の
西
尾
章
治
郎

学
長
ら
４
人
が
独
自
の
入
試
や
外
国

の
入
試
制
度
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を

行
っ
た
。
後
半
は
「
高
大
接
続
を
ど

う
進
め
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

◆
Ａ
Ｏ
入
試
枠
増
や
す

―
文
科
省
が
進
め
て
い
る
改
革
を

ど
う
受
け
止
め
る
か
。

山
口　
国
立
大
学
全
体
と
し
て
、
Ａ

Ｏ
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

ス
）
入
試
の
枠
を
３
割
に
増
や
す
目

標
を
掲
げ
た
。
新
テ
ス
ト
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
国
立
大
学
協
会
（
国
大

協
）
の
入
試
委
員
会
が
文
科
省
と
中

身
を
詰
め
て
い
る
。

鎌
田　
個
性
や
学
習
意
欲
を
き
ち
ん

と
評
価
し
、
世
界
標
準
に
合
わ
せ
た

Ａ
Ｏ
型
入
試
が
発
展
す
る
の
は
必
然

的
な
流
れ
。
早
大
で
は
入
学
後
の
成

績
が
最
も
良
い
の
は
Ａ
Ｏ
入
試
や
推

薦
で
入
学
し
た
学
生
だ
。

川
村　
日
立
グ
ル
ー
プ
も
海
外
で
の

売
り
上
げ
が
半
分
で
、
従
業
員
の
４

割
が
外
国
人
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
間

に
な
る
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
要

件
だ
。
社
会
の
課
題
を
見
つ
け
出

し
、
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

中
、
知
識
だ
け
を
問
い
、
わ
ず
か
な

得
点
の
差
で
選
抜
す
る
よ
う
な
入
試

が
変
わ
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

◆
評
価
基
準
透
明
に

宮
本　
Ａ
Ｏ
・
推
薦
入
試
が
増
え
れ

ば
、
不
合
格
に
な
っ
た
生
徒
は
一
般

入
試
で
再
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
り
、

入
試
が
早
期
化
、
長
期
化
す
る
心
配

が
あ
る
。
評
価
基
準
の
公
表
な
ど
透

明
性
も
高
め
て
ほ
し
い
。

―
個
別
の
大
学
で
は
、
ど
の
よ
う

な
改
革
を
進
め
る
の
か
。

山
口　
北
大
で
は
「
未
来
型
人
材
育

成
選
抜
試
験
」
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
求
め
る
学
生
像
を
「
北
大
版
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
能
力
）」
と
し
て

打
ち
出
し
、
入
学
後
の
意
欲
を
測
る

適
性
検
査
的
な
内
容
だ
。

鎌
田　
早
稲
田
ら
し
さ
の
源
泉
は
、

個
性
豊
か
な
人
が
集
ま
り
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
こ
と
に
あ
る
。
地
方
出
身
者
向

け
の
奨
学
金
と
セ
ッ
ト
で
、
地
元
に

貢
献
す
る
学
生
を
対
象
に
し
た
入
試

も
始
め
る
。

小
林　
企
業
や
海
外
の
大
学
は
適
性

や
潜
在
力
を
み
る
。
大
学
入
試
で
も

従
来
型
の
学
力
で
序
列
化
す
る
の
が

公
平
だ
と
い
う
価
値
観
を
変
え
る
必

要
が
あ
る
。

◆
記
述
式
の
採
点
ど
う
す
る

―
新
テ
ス
ト
で
導
入
す
る
記
述
式

問
題
の
採
点
を
、
出
願
先
の
大
学
が

担
う
案
が
浮
上
し
て
い
る
。

山
口　
各
大
学
に
よ
る
採
点
は
一
つ

の
選
択
肢
と
し
て
国
大
協
と
文
科
省

の
作
業
部
会
で
検
討
中
だ
。
年
内
に

方
向
性
を
出
し
た
い
。

鎌
田　
記
述
式
を
導
入
す
れ
ば
、
高

校
で
文
章
を
書
く
指
導
が
定
着
す
る

効
果
が
あ
る
。
昔
は
、
各
大
学
が
手

間
を
か
け
て
記
述
式
の
採
点
を
し
て

い
た
。
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

宮
本　
採
点
期
間
を
確
保
す
る
た
め

に
テ
ス
ト
の
実
施
時
期
が
早
ま
り
、

授
業
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
こ
と
は

避
け
て
ほ
し
い
。
英
語
の
ス
ピ
ー
キ

ン
グ
も
導
入
さ
れ
る
が
、
受
験
料
負

担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
願

い
た
い
。

―
新
テ
ス
ト
は
当
初
、
年
複
数
回

実
施
や
段
階
別
成
績
評
価
が
検
討
さ

れ
た
。

小
林　
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
を

す
る
上
で
も
、
複
数
回
受
験
で
き
た

方
が
い
い
と
思
う
。
複
数
回
受
け
て

大
学
が
設
定
す
る
段
階
に
達
す
れ

ば
、
入
学
前
に
留
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
で
き
る
。

大
学
入
試
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
２
０
０
人
参
加

■ 多様な人材発掘する仕組み
鈴木典比古氏　国際教養大学長

　本学の特徴は、①すべて英語の少人数授業	②1
年間の海外留学	③多文化共生のキャンパスライフ
④きめ細やかな進路支援	⑤多様な人材を発掘する
入試制度―の五つ。少ない場合は4～ 5人で授
業を行うので、学生が率先して授業をつくりあげなければならない。1
年生は全寮制で、留学生と共に過ごすので、24時間英語漬けの生活
になる。
　一般入試や推薦入試のほか、合格後の4月～8月、海外でのボラン
ティアなど様々なことに挑戦する期間を与えるギャップイヤー入試など
がある。高校では、まんべんなく勉強し、新聞やニュースを問題意識を
持って読み、日本語でも英語でも書ける文章力を磨いてきてほしい。

■ 高校での活動 総合的に評価
西尾章治郎氏　大阪大学長

　大阪大学は、「高大接続」の実践として、高校1、
2年生を対象にした教育プログラムを昨年夏に開
始し、137人が受講した。原則土曜日に授業など
を行い、今年４月からはより深い研究を希望する
30人が論文作成などに取り組んでいる。
　2017年度入試から導入する「世界適塾入試」は、AO・推薦入試に
より、入学定員の8％、270人を選抜する。ペーパーテストの成績だけ
でなく、高校での活動履歴や意欲などを多面的、総合的に評価し、世
界を舞台に新しい社会をデザインするリーダー候補を選抜する。入試
専門職員の育成や選抜の際の評価方法の開発も進め、入試改革の先
駆けを目指す。

■ 入学後の伸びる力見極める
アリソン・ビール氏

オックスフォード大 日本事務所代表

　英国では16歳までが義務教育で、16歳と18
歳の時にそれぞれ統一試験を受ける。その成績は
大学進学の際に重要だが、すべてではない。オッ
クスフォード大学の授業では大量の課題図書が出され、少人数で議論
も行う。厳しい学習環境で結果を出せる潜在力と学問への意欲がある
学生を選抜する。論文の提出を求め、適性試験も行う。毎年の出願者
は1万8000人以上。大学教授が約1万人を面接し、約3200人を選
ぶ。質問への正解を求めるのでなく、どう問題に取り組むかをみる。
　英国では、試験の点数ではなく、学生の能力を示す多くの情報を、
経験豊富な教授が判断した方がフェアだと考える。

■ 米国の大学は教養教育重視
藤井雅徳氏

ベネッセコーポレーション 英語・グローバル事業開発部長

　弊社は高校の様々な教育活動を支援しており、
2008年からは海外の大学への進学希望にも対応
している。昨年度、ベネッセのサービスを利用して
海外の大学に進学した生徒は231人で、今後さらに増えそうだ。
　米国では、日本のように難易度順に進学先を決めるのでなく、何を
学びたいか、その大学でどんな教育プログラムが提供されるかで決め
る。教養教育を重視しており、文系・理系両方の科目が学べるのも、
日本の生徒には魅力のようだ。
　米国の大学入試は、高校の成績や活動の実績、小論文などで多面的
に評価する。日本でも大学入試改革を進める上で、参考になると思う。

■パネリスト
　鎌田　薫	氏（早稲田大総長）
　川村　隆	氏（日立製作所前会長）
　小林　浩	氏（リクルート進学総研所長）
　宮本久也	氏（東京都立西高校長・全国高校長協会長）
　山口佳三	氏（北海道大学長）

■コーディネーター
　古沢由紀子（読売新聞東京本社論説委員）

大学入試改革をどのように進めるか
議論したパネルディスカッション



1.プラティープ先生（左から2番
目）と姉のミンポンさん（同3番
目）／2.ドゥアン・プラティープ幼
稚園の男の子は、カメラを向け
ると人懐っこい笑顔を見せた／
3.狭い路地を挟んで、ぎっしりと
家が並ぶ／4.緑が目を引く地区
には、ゴミ一つ落ちていなかった
／5.スラム各地区の代表者らが
参加し、記念式典は行われた／
6.クロントイ・コミュニティ図書館
で勉強する子どもたち THAILAND

Bangkok

　

タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
で
は
、

５
人
に
１
人
が
ス
ラ
ム
に
住
む
と

い
う
。
都
心
の
き
ら
び
や
か
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
高
層

ビ
ル
。
そ
の
目
と
鼻
の
先
に
、

１
８
０
０
か
所
の
ス
ラ
ム
が
存
在

す
る
。
ス
ラ
ム
と
は
、
都
市
部
で

極
貧
層
が
集
中
し
て
居
住
す
る
地

区
の
こ
と
。
バ
ン
コ
ク
の
中
心
地

を
流
れ
る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
の
北

東
に
位
置
す
る
「
ク
ロ
ン
ト
イ
・

ス
ラ
ム
」
は
、
中
で
も
最
大
。
約

10
万
人
も
の
人
々
が
、
身
を
寄
せ

合
っ
て
生
活
す
る
。
そ
こ
に
あ
る

の
は
、
急
激
な
経
済
発
展
か
ら
取

り
残
さ
れ
た
ま
ま
の
貧
し
い
暮
ら

し
。
そ
ん
な
住
民
ら
の
生
活
環
境

を
改
善
し
よ
う
と
、
支
援
活
動
に

奮
闘
す
る
人
々
が
い
る
と
聞
き
、

ス
ラ
ム
に
訪
ね
た
。

１
日
わ
ず
か
千
円
の
暮
ら
し

　

市
内
の
幹
線
道
路
か
ら
脇
道
へ

そ
れ
、
高
架
を
く
ぐ
る
。
そ
こ
に

は
、
華
や
か
な
都
心
と
は
別
世
界

が
広
が
っ
て
い
た
。
活
気
が
あ
る

昨
年
行
わ
れ
た
「
第
４
回
全
国
学
生
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
主
催
・
神
田
外
語
グ
ル
ー
プ
、
読
売
新
聞
社
）
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

南
山
大
学
３
年
の
菊
池
夏
子
さ
ん
（
21
）
が
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
の
２
週
間
、

読
売
新
聞
バ
ン
コ
ク
支
局
で
新
聞
記
者
の
イ
ン
タ
ー
ン
研
修
を
受
け
た
。

現
地
の
ス
ラ
ム
問
題
を
取
材
し
た
菊
池
さ
ん
の
リ
ポ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。

リポート

ス
ラ
ム
で
続
く
地
道
な
生
活
改
善
へ
の
支
援

プ
レ
コ
ン
最
優
秀
賞
の
菊
池
さ
ん
が
バ
ン
コ
ク
の
格
差
社
会
を
取
材

　クロントイ・スラムを訪れると告げられた時、
正直尻込みした。スラムは、テレビやパソコン
の画面を通してしか見たことがない。自分に
は縁遠い世界だった。「貧困」「不衛生」―ネ
ガティブなイメージばかりが頭に浮かんだ。
　実際に足を踏み入れると、そんな予想は裏切られた。表通りに
はコンビニエンス・ストアが２軒もあり、コインランドリーもあちこ
ちにある。原付バイクに乗る住民もいた。八木沢さんたちの働き
かけによって生まれた、緑あふれる場所がスラムにあるとは、思い
もしなかった。
　とは言え、想像通りのスラムの姿もそこにはあった。側溝にたま
ったゴミや泥水が放つ鼻をつくような臭い、ボロボロになるまでサ
ンダルを履きつぶした住民たち……。直前まで、バンコク都心の
寒いほど冷房のきいた高級デパートにいた私は、そのギャップの大
きさに衝撃を受けた。
　タイのスラムに住む人々の現実は、ほとんど知られていない。そ
もそも「タイ」と「スラム」は、日本人には結びつきにくいのではな
いか。「微笑（ほほえ）みの国」というキャッチフレーズのもと、観
光地のイメージばかりが先行してしまう。私もそうだった。しかし、
実際には心から微笑むことができない人々が大勢いる。こうした
事実を、私も日本の人々も、もっと知らなければならないと思った。
「記者は喜びや感動よりも、悲しみや憎しみと向き合うことの方が
多い」。クロントイ・スラムに連れて行ってくれた記者の言葉が、重
く胸に響いた。
　バンコク支局での２週間のインターンシップを通して、タイの光
と影を見ることができた。きっとタイだけではない。他の国にも、そ
して日本にも、光が当たる面だけでなく、光の当たらない面がある
はずである。そうした影の部分を自分の目で見て、感じ、向き合う
ことが大切であることを学んだ。
　スラムの幼稚園で出会った子どもたちの笑顔を思い出しながら、
あの子たちを何かの形で支援できないかと考えている。

海外支局でのインターン研修
　「全国学生英語プレゼンテーションコンテスト」で最
優秀賞を受賞した学生は、副賞として、読売新聞海外
支局でのインターンシップに参加できることになってい
る。今回のインターンシップはバンコク支局で行われ、課
題は経済発展著しいタイの格差社会を取材すること。
菊池さんは、バンコク支局記者の指導を受けながら、ク
ロントイ･スラムやドゥアン・プラティープ財団設立38周
年記念式典を取材し、原稿を執筆した。このほか、外国
人特派員協会でのパネルディスカッションを見学したり、
インタビュー取材に同行したりするなどして、記者の仕事
を体験した。

の
は
、
商
店
が
い
く
つ
か
軒
を
連

ね
る
表
通
り
だ
け
。
細
い
路
地
を

１
本
入
る
と
、
ト
タ
ン
や
木
材
を

つ
ぎ
は
ぎ
し
た
小
さ
な
家
が
窮
屈

そ
う
に
並
ぶ
。
そ
の
外
壁
は
、
線

路
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
迫
っ
て
い

た
。
裸
足
で
駆
け
回
る
子
ど
も
た

ち
と
、
あ
ば
ら
骨
が
透
け
る
ほ
ど

や
せ
細
っ
た
野
良
犬
た
ち
。
そ
ん

な
生
活
の
場
を
分
断
す
る
よ
う

に
、
数
時
間
に
一
度
、
列
車
が
通

過
す
る
。

　

ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
で
暮
ら

す
の
は
、
主
に
近
く
の
港
湾
地
区

で
働
く
日
雇
い
労
働
者
と
そ
の
家

族
。
隣
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
出
稼

ぎ
に
来
て
い
る
人
も
い
る
。
ど
ち

ら
も
タ
イ
社
会
に
お
け
る
最
貧
層

だ
。
日
当
わ
ず
か
千
円
足
ら
ず
の

収
入
で
日
々
の
生
活
を
や
り
く
り

し
て
い
る
。
食
べ
て
い
く
だ
け
で

精
一
杯
で
、
子
ど
も
の
教
育
費
に

ま
で
手
が
回
ら
な
い
家
庭
が
多
い
。

　

そ
ん
な
ス
ラ
ム
の
住
民
た
ち
を

支
援
し
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て

い
る
人
た
ち
が
い
る
。

　

最
初
に
会
っ
た
の
は
、
公
益
社

団
法
人
「
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
」
で
ア
ジ
ア
地
域
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
八
木
沢
克

昌
さ
ん
。
大
学
卒
業
後
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
難
民
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
携
わ
っ
た
の
が
、
こ
の
道
に
入

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
家
族
と

ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
に
25
年
間

住
み
続
け
な
が
ら
、
支
援
を
続
け

て
い
る
。
流
暢
な
タ
イ
語
で
住
民

と
親
し
げ
に
会
話
を
交
わ
す
、
50

ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
」
の
創
設
者

で
、「
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
先
生
」
こ

と
、
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
・
ウ
ン
ソ
ン

タ
ム
・
秦
さ
ん
（
64
）。
彼
女
は
、

ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
で
生
ま
れ

育
っ
た
。「
教
育
こ
そ
が
子
ど
も

た
ち
に
必
要
だ
」。
若
く
し
て
そ

う
確
信
し
た
彼
女
は
16
歳
の
時
、

姉
の
ミ
ン
ポ
ン
さ
ん
と
と
も
に
、

両
親
が
共
働
き
の
子
ど
も
た
ち
を

預
か
り
、
勉
強
を
教
え
る
活
動
を

始
め
た
。

ス
ラ
ム
に
幼
稚
園
を
創
設

　

以
来
、
幼
稚
園
事
業
や
奨
学
金

制
度
、
青
少
年
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
を
行
う
同
財
団
の
設
立

や
、
上
院
議
員
の
活
動
を
通
し

て
、
ス
ラ
ム
の
住
民
を
支
え
て
き

た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

「
ス
ラ
ム
の
天
使
」
と
し
て
知
ら

れ
る
有
名
人
だ
。

　

ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
の
中
に

あ
る
、
同
財
団
が
設
立
し
た
ド
ゥ

ア
ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
幼
稚
園
を

訪
ね
る
と
、
無
邪
気
な
笑
顔
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
が
出
迎
え
て
く
れ

た
。
人
形
劇
や
椅
子
取
り
ゲ
ー

ム
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
興
じ
る
光
景
は
、
日

本
の
幼
稚
園
と
そ
っ
く
り
だ
。
両

親
と
も
働
き
に
出
た
り
、
親
が
暴

力
を
振
る
っ
た
り
す
る
家
庭
の
子

も
、
幼
稚
園
の
中
に
い
れ
ば
、
一

人
ぼ
っ
ち
に
な
る
こ
と
は
な
く
、

危
険
な
目
に
遭
う
こ
と
も
な
い
。

子
ど
も
た
ち
は
こ
こ
で
、
の
び
の

び
と
成
長
し
て
い
く
の
だ
と
い
う
。

　

同
財
団
の
設
立
38
周
年
を
祝
う

記
念
式
典
を
見
学
し
た
。
僧
侶
た

ち
に
よ
る
読
経
に
続
き
、
プ
ラ
テ

ィ
ー
プ
先
生
は
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
振
り
返
り
、
関
係
者
に
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。
ス
ラ
ム
に
対
す

る
支
援
の
輪
が
着
実
に
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
喜
び

を
か
み
締
め
て
い
る
。
タ
イ
語
の

あ
い
さ
つ
は
よ
く
理
解
で
き
な
か

っ
た
が
、
そ
ん
な
晴
れ
や
か
な
笑

顔
だ
っ
た
。

　

ク
ロ
ン
ト
イ
・
ス
ラ
ム
は
今
、

大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

ス
ラ
ム
が
あ
る
場
所
は
港
湾
局
の

所
有
地
で
、
政
府
か
ら
立
ち
退
き

を
迫
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
式
典

後
、
ス
ラ
ム
各
地
区
の
代
表
者
ら

が
集
会
を
開
き
、
解
決
策
を
見
出

そ
う
と
し
て
い
た
。
外
か
ら
の
支

援
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
分

た
ち
の
力
で
現
状
を
打
破
し
て
い

こ
う
と
い
う
姿
勢
が
、
ク
ロ
ン
ト

イ
・
ス
ラ
ム
の
未
来
を
変
え
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

代
と
は
思
え
な
い
若
々
し
い
笑
顔

が
印
象
的
だ
っ
た
。

路
地
を
花
と
緑
で
い
っ
ぱ
い
に

　

興
味
を
ひ
か
れ
た
の
は
、
タ
イ

政
府
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

１
９
９
８
年
か
ら
４
年
間
行
っ
た

と
い
う
「
ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー

ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
」
事
業
。「
ス

ラ
ム
を
花
と
緑
で
い
っ
ぱ
い
に
し

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た

活
動
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
瓶
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
紙
な
ど
、
リ
サ
イ
ク

ル
可
能
な
ゴ
ミ
を
住
民
に
持
っ
て

き
て
も
ら
い
、
花
の
植
木
や
苗
と

交
換
し
た
。

　

住
民
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

地
区
で
は
、
次
第
に
緑
が
増
え
て

い
っ
た
。
路
地
の
両
脇
に
植
物
が

植
わ
っ
て
い
る
様
は
、
さ
な
が
ら

ス
ラ
ム
の
中
の
オ
ア
シ
ス
の
よ

う
。
緑
が
増
え
た
地
区
で
は
、
皆

ゴ
ミ
を
拾
う
よ
う
に
な
り
、
軒
先

の
洗
濯
物
も
整
然
と
並
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。「
自
然
と
住

民
の
美
意
識
が
高
ま
っ
た
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

　

ス
ラ
ム
の
中
に
は
、
図
書
館
も

あ
っ
た
。
八
木
沢
さ
ん
も
、
運
営

に
関
わ
っ
て
い
る
。
タ
イ
語
や
英

語
の
本
を
数
多
く
そ
ろ
え
、
図
書

館
員
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
も
行
わ

れ
て
い
る
。
ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た

ち
の
多
く
は
、
複
雑
な
家
庭
に
育

つ
。
麻
薬
や
売
春
に
手
を
染
め
る

親
も
い
れ
ば
、
子
ど
も
に
暴
力
を

振
る
う
親
も
い
る
。
そ
ん
な
家
庭

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
図
書

館
は
「
避
難
所
」
の
役
割
も
果
た

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。「
花
と

緑
と
本
で
ス
ラ
ム
を
変
え
ら
れ

る
」。
八
木
沢
さ
ん
の
力
強
い
言

葉
が
、
心
に
残
っ
た
。

　

ス
ラ
ム
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育

面
で
支
え
る
女
性
も
い
る
。

　

そ
の
人
は
、「
ド
ゥ
ア
ン
・
プ

タイの光と影を見た
取 材 を 終 え て １ 2 3

4 5 6

菊池夏子
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　平成25年に「和食」がユネスコの無形
文化遺産に登録されたのを受け、農林水
産省は和食文化を継承するための普及
活動を行っています。その一環として、11
月20日に日本科学未来館（東京都江東区
青海2-3-6）で開かれる「第1回全国子ども
和食王選手権」全国大会（主催・農林水産
省、後援・和食文化国民会議、全国学校栄
養士協議会）の観覧者を募集しています。
　開催時間12時半～16時半。全国8地区の予選を勝ち抜いた児童が

「私の和食」をテーマに発表するほか、和食クイズと実技の競技を
行い、「和食王」のタイトルをめぐって競い合います。審査員は、NHK

「きょうの料理」などで活躍するタレントの平野レミさんと、2013年
の全国学校給食甲子園で優勝した栄養士の松丸奨さんら。「私の和
食」の発表については観覧者の投票が審査に反映されます。
　定員は300名。参加無料。申し込み締め切りは11月15日。

【申し込み】 ウェブサイト → http://www.washoking.com

「第１回 全国子ども和食王選手権」
全国大会

第２回 道徳フォーラム参加者募集

　読売新聞の日刊英字紙ジャパン・ニューズが実施した「和英翻訳コ
ンテスト高校生特集」に、国内外の高校生36人から応募があり、優秀賞
に長野県伊那北高校2年の飯島彩夏さんが選ばれました。このほか、
佳作2点、努力賞5点も決まりました。
　課題となった記事は、夏至の日に東京スカイツリーで行われたヨガ
のイベントを紹介するもので、展望台の高さの表し方や、長文をどう分
かりやすく表現するかがポイントとなりました。
　飯島さんは「塾の先生に薦められて、このコンテストに応募しまし

た。学校では英語部に所属し、ディベートでいつも英語を使っていますが、新聞記事の英訳
は初めての経験で、どこまで詳しく訳せばいいのか、どこで文を分ければいいのか悩みまし
た。でも文と文をつなぐ作業は面白く感じました。将来は翻訳や通訳の仕事に就きたいで
す」と話しています。課題文と飯島さんの翻訳文、ジャパン・ニューズ記者による講評は、こち
らからご覧になれます。→ http://the-japan-news.com/news/article/0003217378

その他の受賞者
◆佳　作
並木真衣（東京女学館高2年）
大浦晏奈

（東京学芸大学附属国際中等教育学校・高校1年）
◆努力賞
竹中智咲（横浜雙葉高3年）
荒井公佳（東京・共立女子高3年）
岩井渚沙（大阪府立大手前高1年）
東島　茜（奈良県・聖心学園中等教育学校6年）
津久井南帆（埼玉県立浦和第一女子高2年）

　道徳の特別教科化をテーマにした第2回「考え、議論する道徳フォーラム」（文部科学省委託事業）を12
月26日（月）午前11時～午後5時、読売新聞東京本社（東京・大手町）で開きます。児童・生徒の評価はどの
ようになされるべきか、天笠茂・千葉大学特任教授による講演と行政担当者らによるパネルディスカッショ
ン、小中学校教諭による事例発表、参加者同士での討論を行います。

【応募要領】ウェブ（https://qooker.jp/Q/auto/ja/y/doutoku/）か、はがきに〒住所、氏名、年齢、職業（学校
種別）、電話番号を明記し、〒150-0001東京都渋谷区神宮前５-42-13 １階「読売・道徳フォーラム」係まで。
11月30日（水）必着。定員300人。応募者多数の場合は抽選。12月上旬に入場証を発送します。

【問い合わせ】 「道徳フォーラム」係　☎03･6712･5021

　海外子女教育振興財団は「帰国子女のた
めの学校便覧2017」を発刊しました。これか
ら出国・帰国されるご家族や海外駐在員家
族向けに、帰国後の受け入れ校について調
べる際の情報源となるものです。
　全国の国公立・私立の小中学校・高校・大学について、帰国子女
受け入れ校の情報が網羅されており、2017年度の帰国子女入試
に関する出願日や受験日などの最新情報を記載しています。
　このほか、各学校の所在地、帰国子女在籍者数、寮の有無、帰国
子女の入学・編入学の出願資格・条件、出願書類、募集人員、選考
方法、応募状況など基礎的な情報に加え、入学後の指導、卒業生
の進路なども掲載しています。

【料金】 3,333円（税別）／同財団の維持会員企業・団体が注文する
場合は会員価格2,870円（税別）

【申し込み・問い合わせ】 
海外子女教育振興財団 事業部 情報サービスチーム
☎03・4330・1349　メール：publish@joes.or.jp

「帰国子女のための
  学校便覧2017」発刊

和英翻訳コンテスト高校生特集 優秀賞に飯島彩夏さん

観覧者募集

参加者募集

お知らせ・短信

※第1部発表「私の和食」で審査得点全体の2割程度が観客投票となります。

主催 農林水産省 後援 一般社団法人 和食文化国民会議　公益社団法人 全国学校栄養士協議会

ついに、和食の
No.1ヒーローが
決まる！

定 員 300名
（事前申込制）※先着順

〒135-0064　東京都江東区青海2-3-6

会 場 日本科学未来館

日 時 11月20日（日）
■開場受付時間：12：00　■開催時間：12:30～16:30

参加費
無料

〈事前申込制〉

応 募 方 法

開場・受付

※先着300名様には、お申し込みいただいたメールアドレスまたはFAXに順次招待状をお送りします。当日必ずお持ちください。　※お預かりした個人情報は、本『全国子ども和食王選手権』の
みに利用させていただだきます。　※万一お申し込み登録完了後も受付確認のご連絡が届かない、招待状を紛失した等ありましたら事務局までお問い合わせください。

03-5226-9929http://www.washoking.com FAXWEB

ご挨拶／和食に関する親子向けトーク

［第1部］ 発表「私の和食」 「私の和食」をテーマに発表（発表持ち時間、各5分）

［第2部］ クイズ・実技 「心技体」の3部門で、クイズと実技の競技を行う

表彰式 成績発表と賞状授与

※内容は変更する場合があります。

和食の「心」 例：和食文化の知識クイズ
和食の「技」
和食の「体」

例：箸の豆はこびゲーム
例：だし当てクイズ 等

全国大会

スケジュール

全国大会観覧者募
集！

全国大会の
審査員は

平野レミさん、
松丸奨さん！！ タレント。NHK「きょうの料理」など

テレビ、ラジオで活躍。地域特産
物を用いた料理で全国の村、町
おこしなどにも参加し好評を得て
いる。また、エプロンやレミパンなど
のキッチングッズの開発も行う。

平野レミさん

私の問題に
答えられるかな？

全国大会で
お会いできるのを
楽しみにしています！

栄養士。2013年の全国学校給
食甲子園で優勝。「子どもたちに
喜んでもらえる給食」を目指し、江
戸東京野菜を献立に取り入れた
新しい給食も実践。さまざまなメ
ディアで取り上げられている。

松丸奨さん

全国こども和食王選手権、全国大会が
いよいよ開催されます。８つの地区予選を
勝ち抜いた代表たちの熱い戦いを見逃すな！

飯島彩夏さん

2018年度に小学校、翌年度に中学校で全面実施される「特別の
教科 道徳」において、児童・生徒の「評価」はどのようになされ
るべきか、行政担当者や学識経験者を交えて議論します。事例
発表（模擬授業）とそれに基づくグループ別協議も行います。

応募方法

－考え、議論する道徳の実践をもとに－「道徳性を育む『評価』とは？」

天笠茂 氏（千葉大学教授・「道徳教育に係る評価等の在り方に関する専門家会議」座長）

貝塚 茂樹氏(武蔵野大学教授)
合田 哲雄氏(文部科学省教育課程課長)
西野 真由美氏(国立教育政策研究所総括研究官)・ほか

〈基調講演〉

詳細は「読売教育ネットワーク」イベントページ「募集中の教育イベント」から
http://kyoiku.yomiuri.co.jp/event/

〈問い合わせ〉 読売新聞教育ネットワーク事務局「道徳フォーラム」係   ☎03-6712- 5021（平日10：00～17：00）

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前５-42-13 -１Ｆ
「読売・道徳フォーラム」係

はがきかWEBのいずれかで、①郵便番号・住所②氏名③年齢④職業
⑤電話番号⑥参加希望人数を明記し、下記宛先へお申し込みください。

※応募多数の場合は抽選となります。当選者の発表は聴講券の発送をもって代えさせていただきます。
※ご応募いただいた個人情報は、事務局にて厳正に管理し、聴講券の発送のみに使用いたします。

https://qooker.jp/Q/auto/ja/y/doutoku/

はがき

WEB

定員300名 参加無料
読売新聞東京本社主催／文部科学省委託事業

第２回 

11:00～17:00〈10:30開場〉
日時 12月26日(月)

会場
よみうり大手町ホール
東京都千代田区大手町1-7-1

東京メトロ大手町駅C3出口アクセス

プログラム（予定）

11:05～12:00

〈事例発表（模擬授業）〉13:00～14:30

11月30日(水) 
必着

申し込み
締め切り

教育ネットワーク　イベント 検 索

演題「学習指導要領改正と『評価』」

事例発表の共有まとめ～閉会16:50～17:00

※道徳授業と評価の先進事例

〈グループ別協議〉14:30～15:30 ※午前中の基調講演および事例発表に基づき、参加者同士で討論

〈パネルディスカッション〉

松本 美奈(読売新聞専門委員)〈コーディネーター〉

15:50～16:50

全日本大学ディベート選手権
　全国の大学生・大学院生によるディベート選手権大会の参加チームを募集し
ます。全日本ディベート連盟ウェブサイト（http://www.coda.or.jp/）の申し込み
フォームに必要事項を記入の上、「肯定側立論」原稿をメールで送付してください。
締め切りは11月5日（土）午後9時。応募が32チーム以上の場合は、原則、先着順。

【問い合わせ】 大会実行委員会　メール：all-japan@coda.or.jp

参加チーム募集 【日程】 12月10日（土）、11日（日）
【会場】 国立オリンピック記念青少年総合センター

　　　 （東京・代々木）ほか
【論題】「日本は一般的国民投票制度を

　　　  導入すべきである」
主催＝ＮＰＯ法人全日本ディベート連盟、読売新聞社
協賛＝日本テレビ放送網
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海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

米
マ
カ
レ
ス
タ
ー
大
学

「
サ
ッ
カ
ー・ク
ラ
ブ
経
営
目
指
し
て
、

  
経
済
専
攻
」

県
立
静
岡
高
校（
静
岡
市
）卒
、米
マ
カ
レ
ス
タ
ー
大
４
年（
執
筆
時
）　
油ゆ

井い 

柾ま
さ

高た
か 

さ
ん　

流
し
て
勉
強
、
そ
れ
か
ら
や
っ
と
寝

る
と
い
う
徹
底
的
な
も
の
だ
っ
た
。

一
方
、
私
は
と
い
え
ば
、
起
き
て
も

二
度
寝
、
受
講
し
て
昼
寝
、
勉
強
と

サ
ッ
カ
ー
観
戦
を
は
さ
ん
で
寝
る
と

い
う
日
々
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
彼
ら

と
過
ご
し
て
い
る
と
、
自
分
が
ど
れ

だ
け
怠
惰
で
、
無
為
に
過
ご
し
て
い

る
か
を
痛
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

彼
ら
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
精
力
的
に
生
活

す
る
こ
と
が
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に

す
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

マ
カ
レ
ス
タ
ー
で
特
に
気
に
入
っ

て
い
た
こ
と
は
、
お
互
い
の
価
値
観

の
違
い
を
尊
重
し
合
っ
て
い
る
こ
と

だ
。
こ
の
大
学
は
多
文
化
・
国
際
性

を
教
育
の
軸
に
据
え
て
お
り
、
金
銭

的
な
援
助
の
多
い
こ
と
も
、
入
学
を

決
意
す
る
理
由
と
な
っ
た
。
正
直
、

日
本
の
高
校
で
は
み
ん
な
が
良
い
と

思
う
よ
う
な
こ
と
に
従
っ
て
生
活
し

て
い
た
自
分
が
い
た
。
し
か
し
、
マ

カ
レ
ス
タ
ー
で
は
本
当
に
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
を
追
求
す
る
学
生
が
多

く
、
多
様
性
の
存
在
を
意
識
で
き

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0002827389でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人「留学フェローシップ」のメンバーが、海外の
キャンパスライフをリレー連載します。留学フェローシップの詳細はウェブサイト（http://ryu-fellow.org）へ。

マカレスター大4年生晩餐会での油井さん（右）＝本人提供

る
。
結
果
と
し
て
、
自
分
が
人
生
で

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を
実
行
す
る

覚
悟
が
で
き
た
。
自
問
自
答
を
繰
り

返
し
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
捧
げ
る

価
値
が
あ
る
の
は
サ
ッ
カ
ー
し
か
な

い
、
と
確
認
し
た
上
で
、
目
標
を
欧

州
の
プ
ロ
チ
ー
ム
で
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
に
定

め
た
。

　

こ
の
目
標
に
近
づ
く
た
め
、
２
年

生
か
ら
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
び
始
め

た
。
ス
ペ
イ
ン
で
サ
ッ
カ
ー
文
化
を

学
ぶ
た
め
だ
。
１
週
間
５
講
座
の
速

習
ク
ラ
ス
を
取
っ
て
通
常
２
年
の
語

学
課
程
を
１
年
で
終
わ
ら
せ
た
。
結

果
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
開
始

か
ら
１
年
半
で
マ
ド
リ
ー
ド
留
学
の

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

た
。
授
業
は
全
て
ス
ペ
イ
ン
語
だ
っ

た
。
そ
の
生
活
は
夢
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
。
レ
ア
ル
・
マ
ド
リ
ー
ド
の

ス
タ
ジ
ア
ム
か
ら
徒
歩
２
分
の
場
所

に
住
み
、
多
く
の
試
合
に
招
待
し
て

く
れ
る
人
物
に
も
知
り
合
え
た
の

は
、
最
高
に
幸
運
だ
っ
た
。

　

現
在
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
ポ

　

米
ミ
ネ
ソ
タ
州
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
に

あ
る
マ
カ
レ
ス
タ
ー
大
学
４
年
の
最

終
学
期
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
人
と
の
出
会
い

や
交
流
こ
そ
が
最
も
大
切
な
経
験
だ

っ
た
。
私
は
大
学
で
、
極
め
て
努
力

家
の
日
本
人
の
友
人
２
人
に
運
よ
く

め
ぐ
り
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら

の
平
日
は
た
い
て
い
、
起
床
し
て
勉

強
、
受
講
し
て
勉
強
、
ジ
ム
で
汗
を

米マカレスター大学
1874年創立の私立大
学。学生数約2000人
のリベラルアーツ・
カレッジで、学生の
約14%が留学生。

U.S.

Washington

Minneapolis

Macalester
College

Macalester
College

22

ル
ト
ガ
ル
語
を
学
ん
で
い
る
。
そ
れ

が
短
期
的
に
は
キ
ャ
リ
ア
の
足
し
に

な
ら
な
く
て
も
、
将
来
サ
ッ
カ
ー
・

ビ
ジ
ネ
ス
界
で
働
く
助
け
に
な
る
は

ず
だ
と
信
じ
て
い
る
。
大
学
で
徹
底

的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
ま
ず
経

営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
学
び
、
ひ

い
て
は
プ
ロ
チ
ー
ム
の
ジ
ェ
ネ
ラ

ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
る
、
と
い
う

目
標
を
か
な
え
る
役
に
立
つ
は
ず
だ
。
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